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· 出席者は記録者が印を付ける。
· 出席できなかったスタッフは、記録を読んでから欄に署名（捺印）する事
一行あける。
＜連絡事項＞
・10/24（月）の準夜チーフ変更について、橘JGMから前田幸佳NSへ変更となります。

・学術研究のパワーポイントファイルに、資料として引用したり、参考とした文献は載せるようにして下さい。　

・遅番勤務の休憩時間を午後３時からにする事について、意見のある方は松橋SGMまでお願いします。

・防災委員会より、緊急連絡網について11月の更新に向けて電話番号の変更、修正のある方は、10／31（月）までに中村CWへ、メールまたは口頭でお知らせください。

・ＷＩＺ内ＳＳＴ・精神療法入力画面において、転棟前と転棟後の両病棟に患者様の名前があり、チェックのオン・オフが連動しています。

例・・・北病棟から東病棟へ転棟・・北病棟で出席にチェックを入れると、東病棟でも出席のチェック欄に自動的に入ります。チェックを外すと、東病棟のチェックも外れてしまいます。

よって、次のことに注意して下さい・・転棟した患者様のチェック欄にチェックが入っていても外さないで下さい。転棟先のSSTに出席しています。また、SSTを行なった患者様のチェックは間違いなく入れてください。
＜ＷＩＺスケジュール管理・確認＞

・ＷＩＺスケジュール未入力の方は早急に入力をして下さい。

＜患者様連絡事項＞
・伊藤　五十二様～鼻汁、咳嗽の症状訴えあり、ＰＬ（総合感冒薬）３P　３×ndE

　　　　　　　　　本日より４日分臨時処方となっています。感冒症状の状態を観察やバイタルチェックしていきましょう。

・中居　松男　様～本日歯科受診されています。以前使用していた義歯の一部を再利用し新しい義歯にするとのことです。うがい薬処方〔1日5回〕で起床後・各食後・就床前、の流れでうがいを本人に進めて下さい。薬はスタッフ預かりとしている為周知しましょう。

次回診察日は、10/26(水)です。

・小笠原　禮子様～ＰＬ（総合感冒薬）の臨時処方は明日（10/23）昼までで飲み切り止めとなります。引き続き風邪症状の観察していきましょう。

・稲垣　恵利子様～臨時処方の小青竜湯(漢方薬)今朝で飲み切り止めとなっています。

引き続き風邪症状の観察していきましょう

・飯豊　信雄　様～医事に届いていた小遣い銭20,785円を本日、本人へ渡しています。11月分も御家族から、多忙中の為、小遣い銭送金したいとの事。医事チームには連絡済です。

＜担当業務事業方針　家族支援＞
・家族教室の勉強会の資料は現在、作成段階となっています。引き続き、疎遠にならない様に面会の要請をしていきましょう。

＜注目患者様連絡事項＞
・上村　みわ　様～妄想、幻聴を起因とする発言多く聞かれ、日課やプログラムに支障をきたしています。また、身長が伸びると言い臥床していることも多く見られています。その都度現実検討するとともに、10/23（日）に退院するとの発言も聞かれていますので、所在の確認を徹底して行きましょう。

· ナイトプログラムについての勉強会を行っています。（別紙参照）

別紙　　　　　　　　　　ナイトプログラム勉強会

＜主旨＞
· 少人数で行い、患者様のニーズ、精神障害者の社会生活レベルに合わせた内容

（現在不足している事、生活技能の獲得等）を行う事が出来る。

・退院後の生活に向け、患者様同士が相談し、交流を深め、他者の意見に耳を傾け

自分の意見を話せるコミュニケーション技法の獲得。

・余暇の活用の仕方・過ごし方を学び、目的を持って有意義に過ごす事が出来る。

・生活リズムを整える等、目的を明確にする。
＜実施する手順＞

1 グループの目的を理解してもらう。

2 グループ内より、リーダー（進行役）を決める（グループによっては、疾患レベル等により上手く出来ない場合も考えられる為、その際はスタッフが進行をサポートする）。

3 大まかなスケジュールを立てる（例えば肥満改善であれば①肥満の原因について、②効果的な運動、③実際に運動）。

4 患者様同士話し合い、内容を決める（スタッフは意見が出ない場合は提示する、意見が出ても内容が乏しい場合、介入する）。

　人と一緒に楽しく過ごす時間は、心の活性化にもつながる。

＜介入方法＞

・グループ毎に再度目的の説明をしていく様にする。

・意見が出ない場合は、介入し考える時間を与える。

・小グループの目的に合ったものが実施されているか、時々声掛けし確認している。

・「この間もこれやったよね」「このグループは何グループでした？」等と声掛けし、毎回同じ様な内容をしない様に関わる。

・その日のリーダーを中心に進行してもらうが、黙ってしまったり進行方向がずれたりする時は、スタッフが、アドバイスし共に進行していく。

・患者様が出来ている点、上手くいっている点を評価する。

　　　①グループ→環境の変化に対応出来る様にする

メンバー・・古川富蔵様、布施邦雄様、滝沢久江様、元沢政治様、

　　　　　　　平勝利様、十日市利喜様、大釜万知様

　　　＜サポートする内容として＞

　　　　　１、発語の明瞭を学ぶ。→口から言葉を出す時、相手にも伝わりやすいよう

　　　　　　　　　　　　　　　　　話すこと。

　　　　　２、協調性を学ぶ。→他の人達と力を合わせること。互いの気持ちを思い

　　　　　　　　　　　　　　　やりり、譲ったり、助け合うこと。

　　　　　３、ストレス耐性を知る。→物事に対し、重苦しさが生じて、精神面・身体

　　　　　　　　　　　　　　　　　　面に影響がある様子を上手く対処出来る方法

　　　　　　　　　　　　　　　　　　を知る。

　　　②グループ→人との付き合い方や、生活リズムが安定出来る様な方法を学ぶ。

　　　　メンバー・・金沢洋子様、林　田鶴子様、津嶋イチ子様、

　　　　　　　　　　大上なみ様、小笠原禮子様、中居松男様

　　　　＜サポートする内容として＞

　　　　　１、身だしなみへの配慮（整容・服装）の仕方を知る。

→姿勢を正したり、身なりを整える事を知る。

　　　　　２、課題手順の理解を知る。「例―今日のテーマ等」

　　　　　　　　　　　　　　　　　　→ナイトプログラム時のテーマを理解する。

　　　　　３、応答が出来る様に学ぶ。→話しかけたら、すぐに受け答え出来るよう

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　に学ぶ。

　　　③グループ→必要な生活習慣を身につけ、対人関係が出来る様にする。

　　　　メンバー・・日向端庸男様、上村みわ様、中野渡鉄男様

　　　　　　　　　　伊藤五十二様、木村梅子様、岡田石子様

　　　　＜サポートする内容として＞

　　　　　１、生活リズムの確立を学ぶ。→日常生活の流れ、起床時間、洗面、歯磨き

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　整髪、プログラム等

　　　　　２、マナーを知る。→周囲の人達に迷惑をかけないことを学ぶ。

　　　　　３、与えられた課題の曖昧さに対する対処を学ぶ。

　　　④グループ→他者との交流を学び、団体生活に必要な知識を知る。

　　　　メンバー・・木村義重様、稲垣恵利子様、滝田英人様

　　　　　　　　　　田野端忠夫様、三上　勇様

＜サポートする内容として＞

　　　　　

１、自発性を学ぶ。→自分から進んで物事を出来るように学ぶ。
　　　　　２、友人との付き合い方を知る。→同室者・病棟内の患者様達と上手く

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　付き合う方法を学ぶ。
　　　　　３、課題遂行の自主性を学ぶ。→自分に与えられた課題を続けて自ら学ぶ

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ようにする。
　　　⑤グループ→他者を受け入れ話し合い、社会生活に必要な知識を知る

　　　　メンバー・・伊藤雄一様、山田隆雄様、坂本秀男様

　　　　　　　　　　倉橋生子様、法霊崎恵子様

＜サポートする内容として＞

　　　　　１、援助者との付き合い方を知る。→力を貸してくれる家族・保護者等と

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　の付き合い方を知る。
　　　　　２、課題遂行の持続性・安定性を学ぶ。→解決しなければならない問題を

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　保ち続けること。物事を安定して

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　保てるように学ぶ。
　　　　　３、自己主張、断り方の見極め方を知る。→自分自身の意見を返すこと、

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　人の意見を聞いてみたり、嫌な

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　事などを上手く断れるように

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　見極め方を知る。
　　　⑥グループ→自立に向けてイメージし、社会生活に必要な知識・技術を身に付け、

　　　　　　　　地域生活に慣れる。

　　　　メンバー・・飯豊信雄様、井上和美様、

　　　　　　　　　　菊地明子様、五日市規様、田名部浩平様

＜サポートする内容として＞

　　　　　１、自由時間の過ごし方について学ぶ。→余暇時の過ごし方を上手く伝え

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　る事を学ぶ。
　　　　　２、現在の社会適応度を知る。→何らかの結びつきによって、寄り集まり

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　共同生活をする人々の集団の中に溶け込

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　める方法を知り、度合いを保てるように

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　学んでいく。
　　　　　３、自己認識の障害の理解を知る。→自分自身の病気の事を理解出来るよ

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　うに知る。









